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合
同
地
方
会
平
成
十
二
年
九
月
二
十
三
・
二
十
四
日
（
土
・
日
）

岡
山
県
新
見
市
（
会
長
石
田
純
郎
）

日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
・
関
西
支
部
・
日
本
医
史
学
会
（
本
部
）
・

新
見
公
立
短
期
大
学
共
催
、
京
都
医
学
史
研
究
会
・
日
本
医
史
学
会
新

潟
支
部
共
催
（
新
見
公
立
短
期
大
学
創
設
二
○
周
年
記
念
）

一
般
講
演
（
二
十
三
日
）

一
、
岡
山
県
八
束
村
時
代
の
湯
慎
ま
す
進
彩
永

一
、
仲
田
家
の
医
人
た
ち
仲
田
永
造

一
、
赤
沢
乾
一
と
芸
備
医
学
会
江
川
義
雄

一
、
高
梁
出
身
の
医
師
原
玄
一
郎
原
一
郎

一
、
石
阪
秋
朗
賛
佐
藤
正
持
画
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
に
つ
い
て

杉
立
義
一

一
、
新
見
の
庄
に
つ
い
て
上
仲
林
造

公
開
講
演
（
二
十
四
日
）

一
、
岡
山
の
オ
ラ
ン
ダ
人
日
藺
修
交
四
○
○
年
石
田
純
郎

一
、
岡
山
の
外
科
医
小
田
晧
一

一
、
新
見
出
身
の
生
理
学
者
加
藤
元
一
中
山
沃

一
、
新
見
湯
川
寺
の
僧
玄
賓
の
伝
説
原
田
信
之

中
西
淳
朗

消日
本
の
医
学
は
明
治
初
年
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
ド
イ

ツ
医
学
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
横
浜
で
は
事
情
が
異
な
り
、
む
し
ろ

米
英
型
の
医
学
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
開
港
と
と
も
に

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
外
人
医
師
が
多
数
横
浜
を
訪
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
そ
の
中
で
も
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
兼
医
師
で
あ
っ
た
ヘ
ボ
ン
と

シ
モ
ン
ズ
の
影
響
が
目
立
っ
て
い
る
。
二
人
と
も
安
政
六
年
二
八
五

九
）
来
日
、
医
師
と
し
て
明
治
初
期
に
活
躍
、
へ
ボ
ン
は
医
師
と
し
て
の

本
業
以
外
に
、
「
和
英
語
林
集
成
」
の
出
版
、
へ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
の
考

案
、
指
路
教
会
の
設
立
、
明
治
学
院
の
創
立
、
新
約
聖
書
、
旧
約
聖
書

の
翻
訳
な
ど
手
広
い
分
野
で
活
動
し
て
い
る
。

一
方
、
シ
モ
ン
ズ
は
明
治
五
年
、
現
代
の
伝
染
病
予
防
法
に
相
当
す

る
防
蒜
法
の
建
議
書
を
神
奈
川
県
令
に
提
出
し
た
。
明
治
七
年
二
月
野

毛
山
上
に
十
全
医
院
（
横
浜
市
大
病
院
の
前
身
）
が
建
設
さ
れ
た
の
を
機

会
に
そ
の
全
権
を
任
さ
れ
、
診
療
、
教
育
、
研
究
に
専
念
し
た
。
同
年

天
然
痘
流
行
時
に
種
痘
を
積
極
的
に
実
施
し
、
十
全
医
院
を
種
痘
本
局

と
し
た
。
明
治
八
年
以
降
、
十
全
医
院
で
系
統
解
剖
及
び
局
所
解
剖
数

回
実
施
、
開
業
医
に
説
明
し
た
。
ま
た
二
部
の
医
学
雑
誌
、
『
梅
毒
小
箒
』

と
『
診
筵
雑
記
」
を
発
刊
し
た
。
医
学
教
育
の
点
で
は
シ
モ
ン
ズ
の
方

横
浜
市
大
に
シ
モ
ン
ズ
碑
建
つ
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長
門
谷
洋
治

中
野
操
先
生
（
一
八
九
七
～
一
九
八
六
）
は
わ
が
国
医
史
学
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
大
き
な
功
續
を
遺
さ
れ
た
。
軍
医
と
し
て
数
年
間
、
中
国
な

が
へ
ボ
ン
よ
り
実
際
的
で
あ
っ
た
。

昨
平
成
十
一
年
十
一
月
五
日
、
市
大
浦
舟
病
院
（
正
式
に
は
横
浜
市
立

大
学
医
学
部
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
『
シ
モ
ン
ズ
博
士
記
念

碑
」
が
設
立
さ
れ
た
。
記
念
碑
は
新
病
院
の
落
成
記
念
日
に
市
大
医
学

部
同
窓
会
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
高
さ
二
・
七
八
米
、
巾
一
・
四
八

米
の
白
御
影
石
仕
様
で
あ
る
。
ア
ー
チ
型
の
上
部
に
博
士
の
肖
像
が
は

め
込
ま
れ
、
下
部
に
荒
井
、
井
出
両
氏
の
説
明
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

な
お
夛
モ
ン
ズ
博
士
記
念
碑
」
設
立
記
念
講
演
会
が
平
成
十
二
年
五

月
横
浜
で
酒
井
シ
ヅ
、
荒
井
保
男
両
先
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

横
浜
市
大
病
院
は
南
区
浦
舟
町
の
ほ
か
金
沢
区
福
浦
に
も
あ
り
、
後

者
は
正
式
に
は
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

が
、
此
処
に
は
十
三
年
前
の
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
、
医
学
部

福
浦
移
転
開
校
時
に
ヘ
ボ
ン
博
士
記
念
碑
が
設
立
さ
れ
た
。
博
士
像
の

ほ
か
、
杉
立
義
一
氏
所
蔵
の
揚
州
周
延
画
の
「
へ
ボ
ン
手
術
図
」
の
錦

絵
が
信
楽
焼
の
落
ち
着
い
た
タ
イ
ル
貼
り
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
シ
モ
ン

ズ
碑
だ
け
で
な
く
、
へ
ボ
ン
碑
も
是
非
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

中
野
操
文
庫
に
つ
い
て

ど
に
滞
在
さ
れ
た
ほ
か
は
大
阪
市
で
開
業
医
と
し
て
の
忙
し
い
日
々
を

送
ら
れ
る
一
方
で
、
医
史
学
の
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
『
皇
国
医
事

大
年
表
」
『
大
阪
蘭
学
史
話
」
『
大
阪
医
学
風
土
記
』
な
ど
の
名
著
を
刊

行
さ
れ
る
傍
ら
、
の
ち
に
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
と
な
っ
た
杏
林
温

故
会
を
同
志
と
と
も
に
立
ち
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
関
西
を
わ
が
国
医
史

学
の
一
大
拠
点
と
さ
れ
た
。
多
方
面
に
わ
た
っ
て
史
資
料
を
積
極
的
に

集
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
整
然
と
分
類
・
保
管
さ
れ
た
。
そ
し
て
折
に
触

れ
て
そ
れ
を
公
開
展
示
さ
れ
、
同
学
者
、
後
学
者
に
は
惜
し
み
な
く
史

資
料
を
閲
覧
・
貸
与
さ
れ
た
。
と
く
に
今
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
医
師
番
付
や
医
療
に
関
す
る
錦
絵
を
系
統
的
に
集
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
印
刷
に
付
し
新
た
な
分
野
を
拓
か
れ
た
。

幸
い
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
貴
重
な
蔵
書
・
史
資
料
は
戦
災
な
ど
に
遇

う
こ
と
も
な
く
、
良
い
状
態
で
保
管
さ
れ
て
き
た
。
先
生
が
長
逝
さ
れ

た
あ
と
、
各
方
面
か
ら
こ
の
中
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
散
逸
す
る
こ
と

な
く
一
カ
所
に
集
め
ら
れ
、
か
つ
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
望
む
声
が
強
く

出
た
。
幸
い
遺
族
の
ご
理
解
と
ご
英
断
で
そ
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
た
。

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
内
に
あ
る
大
阪
市
史
編
纂
所
（
西
区
北
堀
江
四
丁

目
、
電
話
○
六
’
六
五
三
九
’
三
三
三
三
）
に
「
中
野
操
文
庫
」
と
し
て
一

括
保
管
さ
れ
る
に
至
り
、
平
成
十
年
に
は
そ
の
目
録
も
で
き
、
同
年
十

月
に
は
希
望
者
に
は
閲
覧
も
可
能
と
な
っ
た
。
先
生
自
身
の
や
、
関
係

者
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
論
文
抜
刷
や
諸
講
演
の
記
録
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
、

だ
ぶ
っ
た
部
数
の
あ
る
も
の
も
そ
の
ま
ま
悉
皆
的
に
収
集
さ
れ
て
お

り
、
六
千
八
百
十
件
、
一
万
三
千
四
百
六
十
点
に
及
ぶ
。
小
生
が
長
年

に
わ
た
っ
て
探
し
て
い
た
一
言
も
こ
の
文
庫
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、


